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わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。マタイ 28;20 
コロナ禍に始まりコロナ禍に暮れた 2020 年。皆様にとってどのような一年だったでしょ

うか。全てを主が益として下さいますように。今年は賀状を出す人が去年より増えたとか。

遠く離れていても心は繋がっていたいとの思いの表れかもしれません。 

『心の傷を癒すということ』安克昌著をご存知でしょうか。NHK ドラマになり来年映画

にもなるそうです。淡路大震災の時初めて心のケアが必要と訴え精神科医を募り献身的に

働かれた時の記録です。このドラマの中でこの精神科医が、学生時代最も尊敬する恩師に

「あなたはこのような深いお考えを持っておられ誰とも共感してもらえずお寂しくないで

すか」とわざわざ授業後その教授に尋ねるシーンが印象に残りました。というのは、丁度

誕生日祝いに頂いたヘンリー ナウエン著『放蕩息子の帰郷』ー父の家に立ち返る物語ー

（レンブラントの名画を訪ねる旅で始まる黙示録 イエスの語った例え話と画家の波乱に

満ちた生涯、著者の魂の遍歴を重ねて描いた神の愛の真実。...と帯にあります。）という

本を読んでいてその中に「真の孤独は、共有するものが何も無いと感じられるときに訪れ

る。」の一節がふと浮かんだからです。誰かと何かを分かち合う事が出来る事は何と幸い

なことでしょう。 

精神科医安克昌氏は、39 歳の若さで肝臓癌で亡くなられましたが、最後の最後まで家族

と共に過ごし臨月の奥様を産院に送り届け、赤ちゃんが産まれて直ぐに息を引き取られた

そうです。ドラマの最後で、車椅子に座って身重の妻を見ながら「人の心を癒すというこ

とがどういうことかわかった。」「その人の側にずっといるということ。あなたを一人に

はしないということや。」と呟きます。この先生は多分クリスチャンではないと思います

が彼が最後に気付き呟いたことが「本当の癒しは正にあなたと共にいるインマヌエルの神

にこそある」と語っているかのように聴こえました。 

いつもどんな時も離れずずっと側にいて下さる主。その羊飼いの主に守られて生かされ

ている私はその囲いの中の羊であり、周りには分かち合う事が出来る沢山の神の家族もい

ると改めて教えられ主を賛美し感謝しました。寄り添うこと 一緒にいること 一人には

しないことを約束して下さるインマヌエルの神、主にハレルヤ！  栄光在主 久田文子 
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11 月役員会決定事項 

・11 月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・外部へのクリスマス献金として、ＰＢＡ（太平洋放送局）といのちの電話多摩へそれぞれ 1万円ずつ送 

 る。 

・教会墓地の候補地として、相模メモリアルパークを見学する。1 月 24 日(日)午後予定。 

・東部教区会（1月 18 日）の出席者は秋田師と長岡兄に決まった。馬場師は理事として参加する。 

・元旦礼拝は 11時からとする。 

 

 

     

               

 

 


